
質
問
一

生
活
保
護
基
準
額
以
下
の
生

活
困
窮
世
帯
の
実
態
把
握
と
支
援
は
。

二

生
活
に
困
窮
す
る
働
く
世
代
に
は
、

第
５
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計
画
（
後
期
基

本
計
画
）
の
ど
の
施
策
で
対
応
す
る
の

か
。

三

生
活
に
困
窮
す
る
高
齢
者
世
代
と

障
害
者
を
抱
え
る
世
帯
に
は
、
後
期
基

本
計
画
の
ど
の
施
策
で
対
応
す
る
の
か
。

答
弁
一
（
市
長
）

民
生
委
員
に
よ
る

生
活
状
態
の
把
握
以
外
に
、
行
政
が
主

体
的
に
収
入
や
生
活
の
実
態
を
調
査
す

る
権
限
は
な
い
た
め
、
生
活
保
護
の
相

談
や
申
請
の
際
に
初
め
て
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
と
な
る
。
平
成
２７
年
４
月
に

設
置
し
た
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
申
出
に
応
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
生
活
保
護
基
準
以
下
の
収
入
で
、

困
窮
状
態
に
あ
る
世
帯
に
は
、
生
活
保

護
制
度
に
よ
り
支
援
す
る
。

二

総
合
的
に
は
「
施
策
８

生
活
の

安
定
と
自
立
へ
の
支
援
」
に
よ
り
対
応

し
、
個
別
に
は
施
策
１４
、
２０
、
３６
、
３７
、

３８
、
４２
な
ど
の
施
策
の
中
で
必
要
な
支

援
を
実
施
し
て
い
く
。

三

総
合
的
に
は
「
施
策
８

生
活
の

安
定
と
自
立
へ
の
支
援
」
に
よ
り
対
応

し
、
個
別
に
は
、
高
齢
者
に
関
し
て
は

施
策
２
、
３
、
９
、
２０
な
ど
、
障
害
者

に
関
し
て
は
施
策
４
な
ど
の
施
策
の
中

で
必
要
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問
一

市
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
県

内
順
位
と
、
子
育
て
支
援
分
野
で
国
の

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
等
の
申
請
対

象
と
す
る
施
策
は
。

二

市
の
人
口
の
社
会
増
減
の
県
内
順

位
と
、
社
会
増
の
た
め
の
施
策
展
開
は
。

三

「
有
機
の
里
」
構
想
を
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
位
置
付

け
、
交
付
金
の
申
請
を
。

四

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
創
設
し
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
対
象
事
業
に
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２５
年
は
１
・

１５
で
、
４０
市
中
２８
番
目
で
あ
る
。
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
ま
で
の
支
援
や
働
き
な

が
ら
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
の

た
め
の
事
業
を
含
め
、
２７
年
度
の
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
を
申
請
し
て
い
る
。

２８
年
度
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

二

２５
年
は
６３
市
町
村
中
１５
位
で
あ
る
。

雇
用
創
出
、
子
育
て
支
援
等
の
施
策
を

進
め
、
若
い
世
代
の
転
入
を
図
る
。

三

総
合
戦
略
へ
の
記
載
は
し
て
い
な

い
が
、
有
機
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
図

り
つ
つ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
農
業

の
創
生
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

四

空
き
家
問
題
や
人
口
減
少
問
題
等

の
喫
緊
の
課
題
の
解
決
を
図
る
目
的
で

の
住
宅
改
修
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

県
立
農
業
大
学
校
に
つ
い
て

二

市
長
の
進
退
に
つ
い
て

生活保護制度のほか、状況に

応じた必要な支援を実施する

太田 忠芳 議員

生活困窮者にどう手を
差し伸べるか

鶴
ヶ
島
市
は
「
創
生
」

で
き
る
か�

田

克
彦
議
員

施
策
を
「
創
生
」
に
つ
な
げ
た
い
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